








要約 

昭和54年 1年間に入院した出生体重1.500g以下の極小未熟児52例についてBPDの発症を

中心に検討した。新生児期の死亡例は 9 例であり死亡頻度は 17%であった。新生児期を生

存した 43 例で BPD の発症をみると 24例(56%)であり,その発症頻度は在胎期間との関係が

深く,在胎 34W 以後の児には,BPD の発症がみられていなかった。BPD 例は,人工換気を必要

とした児に高率にみられていた。個々の例を検討すると,出生後 7～10 日に,そのほとんど

の例で,換気条件を下げることが可能であった。このあたりの呼吸管理を中心とする care

に一考を要すると考えられる。重症であった児のよりよい予後を考えてこの点の更に詳細

な検討を必要とする。 


